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学校番号

令和 7 年度　　学校評価書　　　（　実施段階　）

スクール・ミッション
（本校の存在意義や社会的役割

目指すべき学校像）

＜地域の自然を深い学びに生かし、地域を愛し、地域から信頼され、地域の発展に貢献できる人材を育成する学校＞
　　習熟度に応じた指導により確かな基礎学力の定着を図るとともに、農業をはじめとする地域産業に密着した学びを通して地域の課題を発見し、
　解決に挑もうとする人材を育成する。

スクール・ポリシー
（三つの方針）

グラデュエーション・ポリシー
（育成を目指す資質・能力に

関する方針）

・地域を愛し貢献できる力の育成　　　　　　・自律心と思いやりの心を持った責任感の育成
・基礎学力の定着　　　　　　　　　　　　　　　・コミュニケーション能力の育成
・規範意識の育成　　　　　　　　　　　　　　　・地域農業の発展に貢献できる力を育成

カリキュラム・ポリシー
（教育課程の編成及び実施に

関する方針）

・１年次の国・数・英における「習熟度別少人数指導」
・小学校／中学校の学び直し

アドミッション・ポリシー
（入学者の受け入れに

関する方針）

・基礎的な学力を身につけたいと思っている人　　　　・地域に貢献する意志／意欲を持っている人
・地元で就職したい人　　　　　　　　　　　　　　　　　　・積極的に学校行事等に取り組める人
・パソコン等の情報機器が好きな人　　　　　　　　 　　・料理や人と触れ合うことが好きな人
・農業に興味を持っている人

年度重点目標 具体的目標

・１年次の国語、数学、英語での「習熟度別少人数指導」の一部実施
・小学校／中学校の学び直し（ＩＣＴ活用）

・適切な言葉遣いの徹底　　　　　・部活動の活性化
・生徒会の活性化と学校行事の推進
・全ての教育活動における人権感覚の育成

キャリア教育の充実及びコミュニケーション能力の育成

・勤労観／職業観の育成　　　　・応募前職場見学／面接指導の充実
・資格取得の推進　　　　　　　・１学年の家庭訪問実施
・インターンシップ／オープンキャンパスの発表会　　　　・全校一斉面談
・特別支援教育支援員の活用による積極的支援策の構築
・スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーなど外部専門家の活用
・特別支援教育支援員の活用による積極的支援策の構築専門家の活用

　昨年度、本校は過去３カ年に及ぶ進
路実績や地域の方々からの評価によ
り、落ち着いたイメージが定着してきた。
また、実際の就職により直結したコース
改編を実施し、受検者数の増加を目指
してきた。その結果、令和４年度から６
年度にかけて１４０名強の受検者を集
めることができた。また、令和６年度の
学校行事は生徒主体で実施することが
できた。しかしながら、令和７年度は、特
色化選抜及び学力検査において１００
名強の受検者しか確保できなかった。
学校としては、この原因を早急に究明
し、対策を立てることが喫緊の課題であ
る。

A

基礎学力の充実

規範意識の醸成と社会モラルの育成

福岡県立 遠賀 高等学校

学校運営計画（４月）
学校運営方針 　校訓「自立・勤勉・創造」のもと、地域を愛し、地域に信頼される学校づくりに努める。志をもって意欲的に学び、自律心と思いやりの心をもち、地域に貢献できる責任感ある人材の育成を目指す。 評価

（総合）昨年度の成果と課題

２９
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項目ごと
の評価
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Ａ
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専門機関との連携 A

A

授業公開月間における３回以上の授業参観

ＩＣＴ機器を活用した授業を月１回実施

７月と１２月に授業アンケートを実施

校内研修参加率１００％

校外研修参加率４０％（在籍数に対して）

各分掌と連携して校内研修の充実を図る（各分掌で年間１回実施）

学校公式インスタグラムのフォロワー数１０００人達成

志願者増に繋がる進路相談事業の充実(年３回)

中学生の体験入学の参加者１５０人達成

年間３回の中学校訪問実施

学校行事等のＨＰへの掲載実施１００％

地域と連携したボランティア活動への参加(年間３回以上)

毎月の服装頭髪検査での１回目８０％合格

安全教育徹底のため授業前の全体への安全確認の声掛け毎時間実施

全学年でプロジェクト学習の導入と学習発表会の実施

ワンヘルスの視点を取り入れた授業を全科目実施

生徒主体の学校行事における関係生徒満足度８０％以上

各種委員会を学期に１回実施

保健室利用者1日平均２０名

実施(８月１回、１１月２回)

生徒８９名、保護者６５名参加

地域への周知

研修

評価項目

生徒指導

具体的方策

キャリア・パスポートを活用し計画・学期の振り返り実施１００％

研修の充実

保健

健康管理意識の向上と環境
整備

１学期のみ実施

実施

A

A

規範意識の育成及び基本的
生活習慣の確立 B

A
生徒会活動（部活動）の活性
化 A

実施(６月、９月、１１月)

６０％合格

達成

A

達成

SSW達成。SC２学期以降達成。

広報

広報活動の充実

日常の服装指導を全教員１日１０回以上実施

生徒会との校則の見直し学期に１回実施

部活動加入率４０％

達成(１２月２４日現在１０４９名)

A

授業の充実 B

B

確かな学力の定着 B

具体的目標 評価（３月）

授業規律の確立 A

A

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

学校推薦生徒の応募前職場見学又はオープンキャンパスへの全員参加

３年次の夏休み進路指導を１０日以上実施

１・２学期の延べ総数クラス平均（欠席250以下／遅刻450以下）

達成

A

A

行事、ガイダンス、学期終わりに実
施

平均９０％

９０％実施

１００％実施

１００％実施

１０日実施

９５％以上実施

７５％実施

実施

学校関係者評価委員会
からの意見

校内検定の各学期１回の実施とそれに伴う授業と振り返りの実施

授業におけるＩＣＴ機器の活用率を７０％以上

観点別学習状況の同一基準による評価の実施を100％

美化コンクールへの積極的参加率８０％

食堂や教室の環境整備満足度９０％

ＳＣ・ＳＳＷと教員との情報交換１００％

ＳＣ・ＳＳＷとの面談１日平均３名

A

達成

達成

A

B

A

A

実施、振り返り未実施

実施

実施

実施予定

実施済み

実施済み

達成

達成

Ａ
県連年次大会では、多くの分野で優秀な成績を収めることができ
た。次年度以降も、リーダーの育成や全生徒が参加できる体制の
構築に努めるとともに、学びの成果を地域に向けて積極的に発信
していきたい。

校内の特別支援教育の取組
の充実 A

農場

実験実習の充実 Ａ

人権教育

生徒の実態把握と生徒支援
の充実 A

農業クラブ活動の活性化 Ａ

アンケートの結果からの聞き取り１週間以内の実施

事務室等と連携した経済的理由による中途退学者０

学期に１回、SSW・SCのケース会議出席

生徒情報の共有を行うケース会議を月に１度実施

県連年次大会での意見発表大会・プロジェクト発表大会への出場

農業鑑定競技会などの校内活動を年２回以上実施

関係機関との連携や地域イベントへ５回以上の参加

実施できたが未実施生徒の追跡調
査が間に合わないとき有り

達成

実施済

実施済

関係機関から引き継いだ資料を持つ全生徒分の「個別の教育支援計画」の
作成

100％作成済 A

進路

３年間を見通したキャリア教
育の推進 A

A

進路決定１００％ A

キャリア・パスポートを活用できるよう積極的に声を
掛けていく。３年間を通じて進路を意識した学校生
活ができるような取組をさらに考えていく。

就職試験の１回目の内定率が低かったため、反
省、改善を行い来年度に繋げる。早めの準備を行
い、進路意識を高めていく。

各学年進路ガイダンスで生徒の８０％以上が進路意識向上

２年生全員のサマーチャレンジ実施

３年生就職希望者、進路支援コーディネーターとの面談実施１００％

チャイムからチャイムまでの授業実施を１００％

授業における適切な生徒指導に向けたアンケートを各学期１回実施

・SC・SSWの来校日に担任や学年主任と面談内容の情報共有ができた。
・２学期からはSC・SSWの来校日とも平均面談生徒３名を超えることはできた
が、１学期にSCの面談件数が少なかった。入学式かSUPにSC・SSWを１年生
に紹介をしたい。

アンケートを取ることができている生徒への聞き取りは１００％実
施することができている。ただし、当日欠席をしている生徒への追
いかけ実施ができていない場合があるため、全生徒に必ず実施を
する意識を全職員が持つ必要がある。

・毎月最低でも１度の実施を行うことができた。また、必要
に応じて回数を増やすことで情報の共有をすることができ
た。
・今年度、中学校からの引継ぎ資料は１名であった。

安全教育やワンヘルス授業、プロジェクト学習の導入により、生徒
の学習意欲は着実に向上した。今後は高まった意欲を深い理解
へ繋げるため、ICTの更なる活用による個別最適な学びと、環境
整備による探究の深化を図りたい。

生徒の出席状況は改善傾向にあるが、２学期から増加する傾向
があるので、改善を図る必要がある。時間割変更や電話対応など
で授業開始が遅れることがあったので改善していく。

生徒の基礎学力向上と学び直しの直しのための方策を検
討し、実施することが必要。観点別評価は定着したが基
準をもっとわかりやすく示す必要がある。

ICT機器を活用した授業の実施が教科間で差が
あった。継続的な使用を徹底し、活用促進を図りた
い。

校内外の研修に意欲的に取り組み、高い参加率を収めることがで
きた。研修成果を公務に還元できるように具体的な活用場面を設
定し、組織の課題解決やスキル向上に繋がる実践的な取り組み
を行いたい。

インスタグラムのフォロワーを増やすことはできているが、体験入
学の参加者が年々減少している。広報活動を充実させるととも
に、個別の学校見学等を実施し、志願者増加につなげたい。

中学校訪問やボランティア活動の参加によって、地域への周知を
行うことができた。中学校訪問の時期を早めるなどして、さらなる
地域への周知につなげたい。

服装頭髪検査での軽微な違反が多く見受けられた。日々
の意識を高め自分で計画性を持って検査に臨めるように
指導したい。

部活動加入率が４０％と昨年より微増したが、重複してい
る生徒も多くいるため、実加入数は少ない。体験入部期
間を設けるなどの工夫をしたい。

・保健室利用者の１日平均利用者が多い月でも１３名であった。
・美化コンクール実施期間の教室環境は全クラス整っていた。
・食堂の利用生徒は多く、マナーも守られていた。

A

結果の考察と次年度の課題

教務

A

A

・農業食品科による学校農業クラ
ブ県大会での活躍は大変素晴ら
しく、日頃の取組の成果であると
感じました。

授業アンケート結果実施９２％

実施済

達成

全分野出場（プロⅠ類最優秀賞）

実施済

達成

達成

達成

達成

達成

達成

・第１回目の内定率が低かった要
因について分析を行い、今後の
改善につなげていただくことを期
待します。
・進路決定率100％の達成につい
ては、大変素晴らしい成果であ
り、今後も継続されることを願って
おります。

特になし

・校内研修100％参加は意欲的な
取組であり、引き続き継続できれ
ば大変良いことだと思います。

・体験入学者数の増加に向けて、
さらに工夫を重ねていただけれ
ばと思います。
・生徒募集については、学区外の
中学生や保護者に向けた広報に
も力を入れていくことが望ましい
と考えます。

・長年にわたり生徒の通学の様
子を見ていますが、年々落ち着き
や改善が見られ、良い傾向であ
ると感じています。
・部活動加入率の向上に向けて、
体験入部の機会を充実させたり、
日頃から部活動の楽しさや魅力
を伝えたりするなど、引き続き工
夫していただけるとありがたいで
す。

・SCやSSWとの面談については、
できましたら少し長めに時間を確
保していただけると安心です。ま
た、状況に応じてオンライン（リ
モート）でも実施できるようにして
いただけると助かります。

特になし
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A

C

A

A
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A

C

B

A

C

B

B

B

B

A

C

B

B

B

C

B

A

A

自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策

基礎・基本となる知識の定着

学期に1回以上の実験の実施

家庭科技術検定の合格率７５％以上

学期２回以上の小テスト、実技テストの実施

実習毎に火器・刃物・道具の取り扱いの注意

生徒の実態から興味関心を高める実験実習を取り
入れたり、や習熟度等少人数指導を行ったりする
必要性があると感じる。

B

A

観点別学習評価の充実と毎時間の小テスト、発表等による理解の確認

実験実習を取り入れ（５回程度）、ポートフォリオによる学びの振り返りの実施

学期に１回、企業や大学と連携した見学会や外部講師の出前講義の実施

２年間の指導計画の策定と学期始めのキャリアガイダンスの実施

学習内容を充実させる実験実習（５回程度）の器具・工具の整備

ＩＣＴ機器を活用した授業展開を月２回以上実施

鮭の卵から放流までの観察記録を週に１回以上行う

農業実習の月２回以上の実施

月１回以上の生命の観察実験の実施

A

B

検定は多くの生徒が合格することができたが、１００％合
格を目指していきたい。小テスト、実技テスト等少ない時
間数の中で効果的に実施できるよう検討していく。

実習を入れたが、教室の関係上難しい面がある。将来的
にも生活の自立ができるよう、より実践的・体験的な学習
を取り入れ、課題解決能力の育成を図る。

パソコン実習を多く実施し、情報の活用能力を育成するこ
とができた。会計等、専門性の高い授業では、少人数指
導の必要性を感じた。

授業では高度な資格試験に挑戦することができたが、学
ぶ意義を実感するためには、地域社会との交流や実践的
な学習が必要であると感じた。

８０％以上の生徒がパソコンを使用した検定に２種目以上挑戦

商業系の資格取得率８５％以上

社会人招聘事業１回実施

全商検定３種目１級合格者１名以上

2学期2回実施

達成

達成

達成

70%

90%

ビ文68％、情処64％、ビ計92％
職業人として必要な知識・技
術の習得

情報科学コース

情報技術に関する基礎的・専
門的な知識・技術の習得 B

情報検定、ワープロ検定80％以上、第２種電気工事士１名以上の合格

生活創造コース

基礎・基本となる知識・技術
の定着 A

環境共生コース

情報ビジネスコー
ス

A

情報通信ネットワークを活用
した学習の充実 A

実践的・体験的な学習活動を
通したキャリア教育の推進

社会人招聘事業の２回実施

生徒の主体性を伸ばすための実習や体験的な活動の２０％増加

実習毎に振り返りによる課題解決能力の向上

パソコンを使用した実習を週に４回以上実施

座学の授業でのICT活用率８０％以上

・教育の重点目標は概ね達成されており、これまでの取組は
評価できるものと考えます。・今年度の顕著な成果をしっかり
と分析して今後も継承できるようにしてください。・生徒の姿が
通学時に良くなっていると感じられます。

令和８年度志願者増加に繋
がる指導内容の計画と構築 B

学校関係者評価

・私学無償化の影響により受験者の確保が難しくなることも予想されるが、そのような状況を踏まえ、今後はより一層特色ある学校運営を推進し、受験者数の確保および増加に向
　けて改善する。

・今年度は国公立大学農学部への進学、学校農業クラブ大会や運動部・文化部の全国大会への出場など、顕著な成果が見られた。これらの成果の要因を分析・検証し、今後も
　継続的に同様の成果が上げられるよう取り組んでいく。

・毎年、生徒会やボランティア同好会の生徒たちは、地域行事でのボランティア活動を通じて交流を深めており、その活躍ぶりは年々向上しており地域の方々からも高く評価され
　感謝の声をいただいている。今後も、こうした活動に関する課題や要望に真摯に向き合い改善と支援に努めていく。

・これまで以上に職員全員が生徒の情報を共有し、教育活動のあらゆる場面で活用しながら、生徒一人ひとりに寄り添い、丁寧な支援と指導を行う。

評価（総合） 自己評価は

　Ａ：適切である

　Ｂ：概ね適切である

　Ｃ：やや適切でない

　Ｄ：不適切である

A
評価項目以外のものに関する意見

生命尊重の精神の育成 B

B

A

・企業や大学の見学なども取り入
れながら、充実した授業が行わ
れていました。また、検定や資格
取得に挑戦する機会も設けてい
ただき、生徒からも「とても学びが
多かった」といった声を聞いてい
ます。
・、取得資格と就職先との関係が
分かりやすく示されており、進路
指導の充実がうかがえました。

A

B

84%合格

達成

大きな事故・ケガはなし

実験・実習をできる教室整備の必要性を感じたが、
年間を通して様々なかたちで生命に関する話題を
取り入れることができた。

１２月実施、２月実施予定

０名

学年、分掌、コース間の情報共有を図り、学校とし
ての３年間のキャリア教育指導計画を作成すること
で、生徒・職員及び外部へ周知させる。

B

ICT機器を活用した授業展開を月２回以上実施でき
たが、より専門的な基礎知識を取り入れるなど内
容について検討する必要性を感じた。

B

学期始に生徒へ計画表配付説明

２０回程度準備済み

ワープロ73％、情報１月実施

達成

達成

達成

未実施

１学期のみ実施

小テスト、課題の実施67%

実験実習４回、毎回レポート実施

学期に２回以上実施

１学年

２学年

３学年

基本的生活習慣の確立

主体的な学校活動への参加

基本的生活習慣の確立

主体性・寛容性の育成

基本的生活習慣の確立

キャリア教育の充実

各クラスにおける無遅刻無欠席日数合計１０日以上

遅刻２０回未満の生徒８０％

進級率９５％以上

部活動加入率３５％

検定取得延べ人数１１０人

行事参加率９０％

欠席２０日未満の生徒９０％

挨拶による良好な人間関係づくり向上実感率１００％

貴重品等、所有物の管理徹底により、紛失物０

HRや総合的な探究の時間において生徒同士の協働活動の設定１００％

生徒の行事や学年集会の自主的参加により、次年度のリーダー志望者数９０名

進路希望実現に向けた主体的学習意欲の向上実感率８０％

欠席１０日未満の生徒８５％

遅刻２０回未満の生徒８５％

生徒指導上の特別指導者０名

生徒一人１資格検定の取得合格

就職希望者の進路支援コーディネーターとの面談実施１００％

進路決定率１００％

２９日

75.70%

現在９６％予定

46%

1月に漢検実施予定、現段階０％

90.75%

89%

82%

7件

100%

30名

70%

78.6%

75.7%

5件

91.3％受験　　78.6％合格

100%

100%

B

B

B

B

B

A

B

B

B

本年度の1学年生徒は、比較的学校に登校していると感じている。しかし、遅
刻に関して、学校自体の遅刻のほか、授業の遅刻にも慣れてきている生徒が
多数見られた。来年度は進路を見据え時間厳守を目標とし、生活態度を整え
ていく必要がある。

部活動や行事の参加率が予想を大きく上回る結果で、学校活動
に意欲的な生徒が多数在籍している。来年度は目標を掲げ、リー
ダー育成と共に修学旅行等の行事で生徒の学校に対する意欲を
高めていきたい。

挨拶に関して、教員から挨拶をすると返してくれるケースは多い
が、生徒から先に挨拶をするケースは少ない。次年度は、さらに
挨拶の重要性を説き、自ら行える生徒の育成を目指したい。

修学旅行等の行事や集会等では生徒を前面に出し、生徒主体の
運営を心掛けてきたものの、目標とは程遠い数となった。リーダー
経験者は次年度もリーダーを希望する傾向にあるが、リーダー未
経験者への声掛けを強化していきたい。

欠席・遅刻については２学期に入って進路が決定した後に増加した。次年度
は、学校に対する意識の維持及び基本的な生活習慣を確立していくため、1
人ひとりへの声掛けを行いたい。特別指導者が出たが、ネクタイ・リボン等の
服装指導については学年全員で取り組み、徹底できた。

自らを高めていく意識を向上させ、主体的な進路決定に取り組むように指導
したが、資格取得については不十分であった。次年度は、種類及び受験時期
を早めに明示し、積極的な呼びかけをしていきたい。また、計画性・継続性を
重視した学習になるように指導していきたい。

B

B

B

特になし

特になし

進路１００％を目指していただき
たい。

特になし

特になし

特になし
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